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１．はじめに 

 

「ブルーフラッグ認証（The Blue Flag Program 以下「BF」という。）」とは、ビーチ（海水、淡水、汽水域の

水浴場をいう）及びマリーナ、並びに観光船舶を対象とした環境認証プログラムです。 

BFは、国際NGO/NPOであるFEE（the Foundation for Environmental Education（環境教育基

金））により運営されています。1985年にフランスで始まり、1987年からヨーロッパで実施され、2001年

に南アフリカが参加してからは、ヨーロッパ以外の地域でも実施されています。今日では世界的に認知された

グローバルプログラムとして参加国を増やしています。 

BFは、淡水域と海洋域の持続可能な発展を促進します。プログラムに参加する自治体やビーチオペレーター

は、水質、環境管理、環境教育、そして安全性の4つの分野で高い水準を達成することが求められます。ブル

ーフラッグは、地方、地域、国レベルでの観光産業と環境部門の連携に貢献し、高く評価されています。 

 

本解説書では、BF を取得するための基準についての必要条件、測定手法、遵守事項等について解説してい

ます。基準は、必須とガイドラインに分類されます。ほとんどの項目は必須となっていますので、BF 認証を受

けるためには、これらを確実に満たす必要があります。ガイドライン項目についても遵守することが望ましい

ですが、必須ではありません。 

この文書に記載されているBFの国際基準は、BFビーチ認証を受けるための最低基準となっています。各国

のナショナルオペレータ(日本：JARTA)は、BFの国際基準の理念にのっとって、ここに記載されているより

も厳しい基準を設定することができます。より厳しい基準は、国内審査委員会の承認を受け、国際審査委員

会に通知されなければなりません。さらに、ビーチの管理者は、次のブルーフラッグ・シーズン(通常は海水浴

場開設期間)が始まる前に、より厳しい基準について知らされていなければなりません。 

このビーチ基準と解説書は、すべてのブルーフラッグ申請者が、ビーチがブルーフラッグの認定を受け

るために満たすべき要件を理解するために使用されるものです。また、すでにブルーフラッグに認定さ

れている海水浴場の管理者にとっても、この文書はガイダンスとして有用です。さらに、国内、地域

内、そして国際審査員がブルーフラッグの候補となるビーチを決定する際のガイドとなります。 

 

ブルーフラッグを取得した場合、認証された期間中は、対象ビーチにブルーフラッグ旗を掲げなくては

いけません。旗を掲げることは、当該ビーチがブルーフラッグ基準を満たしていることの証明であると

同時に、ブルーフラッグ基準を遵守する意思を表しています。認証された期間中は、一日中、もしく

は、当該ビーチがBF基準をすべて満たしている時間帯だけ掲げることができますが、旗を一日中掲げる

場合は、ブルーフラッグの基準に関するサービス（ライフセービングなど）や施設（トイレなど）が一

般に提供される時間帯をBF情報掲示板等で対外的に明示して掲揚しなければなりません。 

 

BF認証を取得したビーチがBF基準を遵守しない場合、BF旗は一時的、または期間中、取り下げられること

があります。不遵守にはその程度に応じ、以下の３つのレベルがあります。 

 

レベル１： BF必須基準について1項目の不適合があるが、ビーチ利用者の健康や安全、またはビーチ環境に

対して大きな影響を与えない場合（大きな影響がある場合はレベル３とする） 
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軽微な不適合が発生し、直ちに是正できる場合は、旗は撤回されず、その記録が現地調査報告書に記載さ

れます。しかし、この不適合は直ちに是正できない場合、そのビーチには10日間の猶予が与えられます。

すべての問題が是正されるまで旗は取り下げられ、その旨はFEE本部及びJARTAのホームページに掲載

されます。 

 

レベル２：BF必須基準に対して2～3項目の不適合があるが、ビーチ利用者の健康や安全、またはビーチ環境

に対して大きな影響を与えない場合（一つでも大きな影響がある場合はレベル３とする） 

 

 複数の不適合が確認された場合、10 日間の猶予期間が与えられ、これらの不適合項目がすべて是正さ

れるまでBF旗は取り下げられ、その経過についてFEE本部及びJARTAのホームページに掲載されます。 

 

レベル３：BF基準に対して一項目以上の不適合があり、ビーチ利用者の健康や安全、または環境に対して大

きな影響を与える場合、ひいては海水浴場や、本プログラムに対する一般的なイメージに影響を与える場合。 

 

 重大な不適合が確認された後、BF旗は直ちに取り下げられ、残りの期間中の掲揚も禁止されます。ビーチ

にあるBF情報掲示版にもBFが取り消されている事実が明示されなくてはなりません。これらの経過につ

いてFEE本部及びJARTAのホームページに掲載されます。 

 

上記の不適合が発見された場合は国内オペレータであるJARTAは直ちに地元自治体やビーチ管理・運営者

に通知し、是正を求めます。また旗の取り下げの理由について、ビーチ内に明確に掲示されなければなりませ

ん。自治体及びビーチ管理・運営者は是正措置を実施後、再適合についてJARTAに報告し必要な書類を提出

します。その後、再び旗を掲げることができます。 

JARTAは、ビーチが遵守していることを確認するために、フォローアップの現地調査を検討する必要があり

ます。地方自治体/ビーチオペレーターが、10日以内に基準への再適合を報告しない場合JARTAは、当該ビ

ーチの残りのシーズン中、ブルーフラッグを取り下げます。 

 

何らかの原因でビーチの状況が変化し、ブルーフラッグを一時的に取り下げなければならない場合、例えば、

気象災害によりビーチに被害が生じた場合や緊急事態が発生した場合、ビーチ管理者はブルーフラッグが一

時的に取り下げられたことをJARTAに報告し、国内外のウェブサイトについても情報が更新されなければな

らなりません。 

 

ウェブサイトでビーチの状況を更新する以外に、JARTAは、ブルーフラッグ国際本部に不適合について通知

しなければなりません。もし 国際本部によって不適合が指摘された場合、JARTAはBF国際本部に対して

30 日以内にフィードバックすることが求められます。 

 

ブルーフラッグの認定を申請者は、そのビーチの運営に責任を負う組織です。自治体、民間ホテル、国立公園、

民間海水浴場運営会社などが該当します。ビーチが法的に水浴場として指定され、ブルーフラッグの基準を

満たすために必要な施設とサービスを備えている場合、ブルーフラッグの認定を受けることができます。 



5 

 

 

ブルーフラッグ認証を得るためにはビーチは年齢、性別、政見、宗教などに関わらず、すべてのが利用できる

ものでなければならず、また無料で利用できることが望ましいです。ただし、プライベートビーチや少額の利

用料を徴収する公共のビーチがあることは認識しています。その他に、駐車場代や用具のレンタル代など、そ

の地域のサービスのために料金を徴収することもありますが、３０米ドルより高い金額を徴収する場合は、国

際審査委員会への申請が必要になります。 

 

FEE と各国のJARTAは、自治体やビーチオペレーターが国の環境規制に違反した場合、またはBFの目的と

精神に反した行為を行った場合、BFの認定を拒否または取り消す権利を有します。当該ビーチは、JARTAと 

FEE インターナショナルによる予告・非告知による現地訪問を受けることになります。 
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認証基準 

【環境教育活動の実施と関連情報の提供】 

 

ブルーフラッグビーチは少なくとも５つの環境教育プログラムをできればBFシーズン中に実施しなけれ

ばなりません。同じ市町村の違うBFビーチで、同じ５つの教育プログラムを実施することもできます。 

すべてのBF対象ビーチにおいては、適切な場所にBFに関する情報掲示板（以下「BF掲示板」という。）を一

つ以上設置し、以下に説明する所定の情報を掲載してください。海岸線の長いビーチでは複数の掲示板が

設置されることが推奨されます（目安は500mごとに一つ）。すべてのブルーフラッグ 情報板は、情報、内

容、デザインに関して、国の基準に従っていなければなりません。 

これらのブルーフラッグ情報板は、すべてのブルーフラッグビーチに設置されなければなりません。 

 

基準１：ブルーフラッグに関する情報を掲示する 

 

情報掲示板には、BF プログラムに関する情報を掲示し、FEE のブランディングガイドラインに基づく正

式な BF ロゴマークを掲示してください。BF 情報掲示板には、以下の内容に関する記載が必須となりま

す。 

 

 BF基準の4つのカテゴリー（環境教育、水質、環境マネジメント、安心・安全）の要点に関する

説明 

 当該ビーチにおけるＢＦ期間 

 ビーチ管理・運営者、FEE Japan、FEE本部の代表連絡先 

 

BF情報掲示板は人が多く集まるところ、救護施設、その他の公共施設や駐車場等に設置されることが望ま

れます。特に観光案内所がある場合には、そこでもBFに関する情報を掲示します。 

 

海外からの利用者が多いビーチでは、これらの情報が利用者の使用言語に合わせて、多言語で提供される

ことが推奨されます。 

 

ビーチにおいてBF旗が一時的に取り下げられている場合は、その理由も併せて掲示しましょう。 

 

ＦＥＥの環境に配慮した宿泊施設の環境認証である「グリーンキー」についても奨励することが求められ

ます。「ブルーフラッグと共に、FEE は観光施設のエコラベルであるグリーンキーの普及推進に取り組んで

います。詳細情報は www.greenkey.global をご覧ください」等のメッセージを掲示してください。 

 

資料B ：BFについての情報の掲示 
 

http://www.greenkey.global/
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基準2：ビーチ利用者への環境教育活動 
 

環境教育活動を実施することには、次のような観点からBFの運営を促進するものと考えられます 

 海水浴場の利用者と住民の地域環境に対する認識と配慮を高め、ビーチの持続可能な発展に資す

る姿勢を育む 

 自治体や観光事業者がビーチにおける環境問題の所在を認識し、それに対する優良事例手法を学

ぶ 

 地域のステイクホルダーに対し地域の環境問題に対する主体的な関わりを促す 

 持続可能なビーチ利用と観光事業等を推進する 

 FEEの他のプログラム（YRE、LEAF、エコスクール、グリーンキー）のアイディアや取り組みを共有

する 

 

BF申請書の提出時には、当該ビーチの開設期間中に実施された環境教育活動の報告と共に、次期開設期間

に向けて計画している環境教育活動についても記載してください。（該当する場合） 

 

当該環境教育活動の実施にあたっては、ビーチのある地元自治体や地域で、①当該ビーチにおける環境問

題、②BFに関する課題、③観光業等の経済活動と環境保全に関する持続可能性の実現に向けた課題のどれ

かに焦点を当てた環境教育活動を、できれば当該ビーチの開設期間中に少なくとも5種類以上行ってくだ

さい（それぞれ対象課題、課題に対する目標等を記載してください）。 

また、当該環境教育活動は効果的であり、なるべく参加者の意向も踏まえたものであることが望ましいで

す。 

少なくともいくつかの活動はビーチで行われ、ビーチの環境についての活動であることが望ましいです。 

 

環境教育活動を実施した際、活動の実施者は実施した活動を、地元関係者とともに、参加者数、結果等を

再評価し、常に改善していくように心がけてください。 

 

実施・計画している環境教育活動に興味を持つ地元住民やビーチ利用者に、当該環境教育活動を知っても

らえるよう、BF情報掲示板（基準１参照）、ビーチの他の場所、地元自治体、新聞その他のメディア等を使

って当該環境教育活動の詳細を事前に広報してください。 

広報手段としてはビーチにおける売店や観光案内所の掲示板や地元自治体、観光協会等のSNS サービス等、

様々なメディアの手段を使うこともできます。活動の詳細がどこに行けばわかるのか、情報掲示板に掲示

します。 

環境教育活動については、すべて無料で提供してください。お昼代や飲み物代などの少額の参加費は認め

られますが、商業的な利益をもたらすものであってはなりません。 

 

地元自治体やビーチ管理・運営者は、持続可能な地域社会を作るため国連が提唱している持続可能な開発

目標（SDGs）など、地元住民の参加が重要な要素となる持続可能な発展に関するプロジェクトを実行し、

支援するよう努めてください。 

 

BF取得を目指すビーチの近くにマングローブ林や藻場など、影響を受けやすい特有の自然環境地域（海洋

保護地域を含む）がある場合、その地域を取り扱った環境教育活動も併せて行ってください。 

 

環境教育活動の世界中の優良事例はFEEのBFホームページ（www.blueflag.global）からダウンロードでき

ます。 

 

資料C ：環境教育活動ガイドライン 

 

 

 

基準3：ビーチの水質に関する情報の掲示 
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ビーチの水質に関する情報はBF情報掲示板に明示しなければなりません。水質測定検査結果はわかりやす

い記号等を用いた図表で表し、水質測定検査の頻度やBF旗が取り下げとなる条件に具体的に言及した上で、

水質測定検査の結果と水質についてのBF必須基準がどのように定義しているかも明示してください。 

 

ビーチ管理・運営者は、当該検査結果を定期的に更新し、検査結果が判明し次第公表してください。 

また、地元自治体は、ビーチ管理・運営者に対し、水質測定検査実施日から1ヶ月以内に当該検査結果情報

をBF情報掲示板に明示しているか確認してください。 

地元自治体は、必要に応じて、当該水質測定結果に関する完全かつ詳細なデータを一般公開してください。 

 

資料D：BFビーチの水質に関する情報掲示方法例 

 

 

基準4：地域の生態系や環境要素、文化遺産に関する情報の掲示 

 

この基準の目的は、ビーチ利用者が周辺の環境要素（価値ある文化遺産やコミュニティも含む）や地域の生態

系、環境保護地域などについて学び、責任を持って環境について学び、体験できるようにすることです。 

 

BF情報掲示板（基準１参照）においては、当該ビーチ内、または付近の沿岸の生態系、湿地帯、特有の生息地、

影響を受けやすい自然環境地域等についての情報が掲示されなければなりません。この掲示板には自然環

境地域についての詳しい情報と、その地域を訪れる場合に必要となる行動規範も含めてください。 

BF情報掲示板にすべての情報を載せられない場合は、少なくとも近隣の影響を受けやすい自然環境地域と、

その場所に関する詳しい情報を入手できる場所について記載してください。 

 

これらの情報掲示については、観光案内所等における掲示板等も活用することができます。また、当該案内

所における観光パンフレットだけでなく、地元新聞紙、専用に作成されたパンフレット等を用いた広報も行わ

れることが望まれます。利用者が大勢訪れるビーチでは、これらのうち2つ以上の方法で情報が提供される

よう努めてください。 

外国人旅行客が多く訪れることが想定される場合には、旅行客が理解できる言語でも情報を提供してくださ

い。 

影響を受けやすい自然環境地域が水中にある場合は、この地域に関する情報をダイビングやシュノーケルを

行う人に向けても提供してください。 

 

 

基準5：ビーチにおける関連施設を示す地図の掲示 

 
BF取得対象ビーチの範囲や、主要な公共施設・サービスの場所を示した地図をBF情報掲示板（基準１参照）

に掲示してください。地図は高品質で、読みやすく、適切に表示してあるものでなくてはならず、誰にでもわ

かりやすいようピクトグラムを用いることが望ましいです。 

 

なお当該地図上には『現在地』とともに以下の所在場所(ある場合)を載せてください。 

   

□ 現在地  □ 水難救護施設、救命具 

□ パトロール区域（水難救護者のいるビーチの場合） □ 電話 

□ 救急用具 □ 水飲み場 

□ トイレ（身体障がい者用のトイレも含む） □ 分別回収設備 

□ 駐車場、駐輪場 □ 水質調査のサンプリング場所 

□ ビーチや近辺の公式キャンプ場 □ 河川、地下水等の流入箇所 

□ ビーチにアクセスする場所や身体障がい者用の □ 地元の観光名所 
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入り口 

□ 近くの公共交通機関 □ 雨水排水路 

□ 歩道 □ 縮尺線 

□ BF取得対象ビーチの範囲 □ 近隣の影響を受けやすい自然環境地域等 

□ 方角図  

□ 観光案内所等、その他の関連情報が 

掲載されている場所 

□ ゾーニング（遊泳、サーフィン、セイリング、 

ボート等）該当する場合 

 

 

BFビーチの地図のデザインや適性についてのガイドラインはFEEウェブサイト（www.blueflag.global）を

参照してください。 

 

 

基準6：ビーチや周辺地域の利用に関連する法令を反映した行動規範の掲示 

 

ビーチや周辺地域の利用に関連する法令を反映した行動規範はビーチ利用者の活動を対象とし、BF情報掲

示板（基準１参照）に掲示してください。当該行動規範については、ビーチ内の他の場所（例：ビーチへの入口

各所や、関連する場所〔たとえば桟橋等に飛び込み禁止の看板を設置する等〕）で情報提供することもできま

す。その場合には、国際的に認識されている記号、できればピクトグラムを使用してください。 

 

行動規範には、ペットの持ち込みに関するルールや、ごみの捨て方、自動車の乗り入れ、キャンプ、焚き火等に

ついてのルールなどが含まれます。 

 

また、地元自治体やビーチ管理・運営者のオフィスでは、利用者が、関連するビーチの使用や管理に関連する

法令を閲覧できることが望ましいです。 

 

救命具、救急用具が使用可能な期間、ライフガードの対応時間もBF情報掲示板及び水難救護施設に明示して

ください。緊急事態を伝える旗がある場合には、その機能についても説明してください。 

 

  

http://www.blueflag.global/
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【水質】 

BFプログラムでは、海水浴場の水質が「最高品質」であることが要求されています。この 海水浴場の水質基

準は、最も適切な国際的・国内的基準や法律に基づいています。 

ブルーフラッグは国際認証であり、そのため、水質に関する世界的な最低基準が設けられています。ブルーフ

ラッグは国際的な賞であるため、水質に関する世界的な最低基準を設けています。海水浴場の水質に関する

ここに記載された基準は、以下の場合を除き、採用されなければなりません。より厳しい国内基準（例えば、総

大腸菌数の検査など）がすでに存在する場合は、海水浴場は、より厳しい国の水質基準に従わなければなら

ない。 

 

 

基準7：水質測定基準と頻度についての要件 

 
BFビーチでは、利用者が最も集中するエリアに最低でも一箇所の水質測定場所を定めてください。 

水路や河川等の水が外部から流れ込む場所、雨水排水路等がある場合は、これらの流入水がビーチの水質に

影響を与えていないことを示すために追加の水質測定が行われなければなりません。 

 

全ての水質測定場所においてBFの水質基準を満たしている必要があります。 

 

水質測定にあたっては微生物学的、物理化学的な指標に基づき検体を採取してください。 

 

同様に、乾季に外部水源から水を補給する内陸水域の場合、外部水源の水質がブルーフラッグの水浴場水質

基準に適合していなければなりません。 

 

水質測定を実施する際は、水面から30cm 下の部分の水を採取してください。ミネラルオイル（鉱物油）の測

定を実施する場合は水面の水を検体としてください。 

 

 

水質測定の頻度 

BF取得期間中は、それぞれの測定場所で測定日の間隔を31日以内に設定して行ってください。これにはBF

開始日前の測定とBF開始日以降の測定の間隔にも適用されます。 

 

BF取得申請においては、ビーチ開設期間の長さに関係なく、水質測定を開設期間中に均等な間隔を空けて

少なくとも5回以上の水質測定を行ってください。最初の水質測定は、ビーチの開設日の前31日以内に採取

してください。 

 

パーセンタイル計算には、1日1サンプル値のみを記録してください。 

 

水質測定の結果、当初より水質が悪化している可能性がある場合、汚染状況を監視するために、水質測定頻

度を一時的に増やすよう努めてください。 

 

短期間に水質悪化が起きた場合、当該ビーチの水質が基準に準拠する数値に戻ったことを確認するため、追

加測定を行います。この測定には従来の定期的なビーチの水質測定には含まれません。水質が悪化した後に

水質測定が行われる場合には、当該短期間の水質悪化が終わった日から7日後に行います。 

予定されていた水質測定期間中に起きた短期間の水質悪化によって得られた測定結果を除外する場合は、

計画した測定期間内に採取される総検体数から最大で15%、もしくは１計画分の測定結果のどちらかで、検

体数の大きい方の結果を除外することができます。 

 

総検体数の15%を算出する場合、算出結果の端数は次のように切捨て、もしくは切上げて処理しなければな
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りません。 

 

 計算方法 

 0.49以下の数値は切り捨てる（例）算定結果が2.49の場合は2検体が除外可能となる 

 0.50以上の数値は切り上げる（例）算定結果が2.50の場合は3検体が除外可能となる 

 

この場合、特別免除の事例として予定されていた測定結果と再測定結果の両方をFEE本部の国際審査委員

会へ送り、評価を受けなくてはなりません（特別免除については資料Aを参照）。 

 

石油等の流出、異常気象やその他ビーチの水質に深刻な影響を与える可能性のある特例的な事象が起きた

場合には、地元自治体、ビーチ管理・運営者は一時的にBF旗を取り下げ、BF情報掲示板に取り下げの理由を

明示してください。この際は以下のような表現で明示してください。 

（例）「○月○日、このビーチ付近で○○○○の事象が起きました。現時点では水質が悪化している可能性が

ありますので、遊泳には適しておりません。」 

 

 

基準8：水質測定分析についての基準と要件 

 

水質基準の測定は、以下の要件を満たしてください。 

 水質測定業務の訓練を受け、公式に認可されている人材（計量法に基づく環境計量士）が検体を採取す

ること。 

 ビーチの検体分析は独立の研究機関で行うこと。研究機関は、計量法に基づく環境計量機関で行うこと。 

 検体採取者や分析機関が独立した機関でない場合、申請時に、その理由と共に免除申請を提出してくだ

さい。例）ビーチの場所が独立した機関がある場所から遠すぎる場合など 

 

分析方法 

FEEでは、BF申請評価に用いるビーチの水質検体の質と比較のしやすさの両方を向上させるため、ある程

度の正確さ、再現性、反復性、そして色々な方法を用いて比較しやすい分析方法を使うべきだと考えていま

す。パラメーターや容認可能な分析方法については、ヨーロッパ内の基準(CEN：欧州標準化委員会)や国際

基準(ISO：国際標準化機構)の推奨に従っています。 

 

水質測定検査の分析結果は判明し次第（検査開始から1ヶ月以内に）JARTAへ提出してください。そのため、

ビーチ開設期間が始まる前に水質測定の計画を立てることが必要です。特別な事情がない限り、予定してい

る測定開始日から4 日以内に測定を開始してください。特別な事情がある場合、国内審査委員会は国際審

査委員会にそのビーチの特別免除申請をしてください。 

（特別免除について詳しくは資料A を参照のこと） 

 

測定履歴 

（過去にBFを取得したビーチの再申請の場合） 

すべてのBF申請書には過去４年分のビーチ開設期間の水質測定結果を添付する必要があります。ビーチが

BF認証を受けるためには、認証を受ける以前のビーチ開設期間からビーチの水質基準が満たされていたと

いうことを示さなければなりません。 

 

（新たなBF取得申請の場合） 

新しくBF申請をするビーチは、過去のビーチ開設期間内に採取した測定場所ごとに少なくとも20検体の測

定結果を用意してください。これらの検体分析は、BF申請に向けて前年のビーチ開設期間内に採取すること

もできますし、複数年かけて数個ずつ検体を取り、測定場所ごとに20検体が集まってから申請することもで

きます。（たとえば1 年目と2 年目にそれぞれ10検体を取り、3 年目にBF申請する等）ただし、1 回のBF

申請予定期間中に最低5検体が採取されなければなりません。検体を採取する頻度は基準７に準じなければ

なりません。 
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なお、ビーチ開設期間中の水質に関する情報は基準3にある通り、BF情報掲示板に明示してください。 

 

資料D： BFビーチにおける水質情報の掲示例 
 

 

基準9：産業排水や下水等の排水のビーチエリアへの影響 

 
ビーチに隣接する地域社会における都市排水の収集、処理、公共水域への排水は国内基準を満たし、国内の

規制に従ってください。 

 

BFビーチおよび周辺の水質情報に関する情報をまとめてください。情報にはビーチの周辺地域に潜在的な

汚染源となる可能性のある場所があれば特定し、ビーチの物理的・地理的・水文学的な特徴や、藍藻や藻類が

繁茂する可能性についても評価を行ってください。 

ビーチや、その周辺地帯への産業排水、都市排水、下水等の排水地点がないことが望ましいですが、ある場合

には、申請時に明記してください。 

 

集中豪雨等により、未処理下水や産業排水、都市排水の排水が、BFビーチやその周辺地帯にあることが確認

された場合、短期的にビーチの水質に影響を与え得ることを一般に警告する情報提供をしてください。 

 

地域における都市排水の回収、処理、排水方法について国内／国際法令に則し、国内／国際基準を満たして

いなければなりません。 

 

ビーチの周辺にある産業に起因した汚染が起こりうる場合、それらの産業施設や工場によるビーチ環境への

影響の可能性を検討した書類を提出する必要があります。これは、ビーチ近隣の産業施設による環境への影

響を解明するためにその地域が監視されていることや、施設が公衆衛生上の危険や環境災害を引き起こさ

ないことを確認する自治体等の適切な機関が認めた書面でなくてはなりません。 

 

 

基準10：ふん便性大腸菌、腸球菌（連鎖球菌）の測定指標制限値 

 

水質測定が必要となる各種指標は以下のとおりです。 

水質測定指標 沿岸水および河口域水 

制限値 

内水 

制限値 

大腸菌（糞便性大腸菌） 250cfu/100ml 500cfu/100ml 

腸球菌（連鎖球菌） 100cfu/100ml 200cfu/100ml 

※cfu (Colony Forming Unit)：生菌数測定単位 

 

許容するパーセント点 

BFでは申請ビーチの評価において、上記の限界値を95％満たすことを要求しています。これは、EUの海水

浴場指令（2006年）および世界保健機関（WHO）の勧告に基づくものです。パーセンタイルは、各パラメー

ターについて計算され、それぞれが基準を満たさなければなりません。たとえば大腸菌については95 パ

ーセント点が制限値以下であっても、腸球菌については制限値を越えてしまっている場合は、そのビーチは

BF認証を取得することができません。 

 

資料A：特別免除についての詳細 

資料E： 95 パーセント点の計算方法 
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基準11：水質に関する物理的・化学的な測定指標制限値 

 
水質は、油や浮遊物などの物理的・化学的なパラメータによっても影響を受けることがあります。 

-水面には、油膜が見えず、臭いがしないこと。陸上からビーチに油分がないか監視し、緊急対策案には、油汚

染が生じた場合に取るべき行動が記載されているようにしてください。 

-また、タール状の残留物、木材、プラスチック製品、ペットボトル、プラスチック容器、ガラスやその他の浮遊

物がないようにしてください。 

 

水の色、透明度、濁り方も含め、水質異常が見つかった場合にはすぐに対処する必要があります。物理的・化

学的な汚染が継続的に見つかったら、ＢＦ認証期間中、BF旗は取り下げられ、特別免除の事例として申請で

きる条件を満たさない限り、翌年もBFの申請をすることができません。 

 

水質はpH値（通常のビーチの水質では6～9の値の範囲）、油分、浮遊物等の物理的・化学的なパラメーター

によっても影響を受ける可能性があります。 

 

資料A：特別免除についての詳細 
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【環境マネジメント】 

基準12： BFビーチ管理委員会の設立（努力項目） 

 
BFビーチ管理委員会は、BF基準の「環境マネジメント」に関するすべての項目への遵守を保証することがの

ぞまれます（海岸／海洋保護区の基準の遵守も含む）。当該委員会は、地域で活動するステイクホルダーで構

成されます。たとえば、地元自治体の代表者、ホテルの支配人、ビーチの管理・運営者、ライフセーバー、地元

NGO/NPO、教育関係者、その他にも地元住民の代表者等、沿岸／海洋保護地域の代表、ビーチに関わる

様々な団体が関わることが望ましいです。 

 

BFビーチ管理委員会は、地元自治体やビーチの管理・運営者の取り組みに協力、支援します。当該委員会は、

環境マネジメントシステムを導入し、ビーチや関連施設の環境監査を行うこともできます。 

 

BFビーチ管理委員会は、同じ自治体や地域にある複数のBFビーチの管理することもできます。 

 

 

基準 13：ビーチに関連するすべての規制への遵守 

 

申請ビーチがBF認証を受け、それ維持していくためには、当該ビーチを含む沿岸部の各種計画、環境関連法

令、環境マネジメント及び排水処理関連法令、環境保護に関する法令や規制を遵守しなければなりません。ま

た、申請者は、その責任範囲の周辺施設や活動について、上記のガイドラインや規制に従っていることを示し

てください。当該ビーチの位置、施設、そして隣接エリアの管理は公的な開発計画や開発に関する法令に従っ

てください。当該規制には、土地利用計画、環境保全計画、下水、産業排水や環境衛生の規制、ビーチにおけ

る営業活動のライセンスや許可制度等が含まれます。 

 

関連施設の設置やBFビーチエリアやその周辺地域の使用は、計画ガイドラインに従わなくてはなりません。こ

れには環境影響評価も含まれます。BF申請者は、申請時に、当該ビーチにあるすべての建造物が建築規制を

満たしているという国、または自治体が発行した書面の写しを提出してください。 

 

既存のビーチ関連施設や建造物、ビーチや近隣地域のその他の使用も、環境保護規制を含む、沿岸部や淡水

地域の利用を規制する法令に従ってください。砂の小山、歩道、駐車場を含むビーチの後背地も、沿岸部の環

境マネジメントの方針に従って適切に維持管理してください。 

 

 

基準14：影響を受けやすい自然環境地域の管理 

 

BF対象ビーチまたはその周辺地域に、環境の影響を受けやすく、特別な管理を必要とする場所が存在する場

合、ビーチを管理・運営する地元自治体は、適切な環境保護団体や専門家と当該地域の管理について協議を

行わなければなりません。申請者は、これらの特別な配慮が必要な場所について、当該協議が行われたこと、

また協議を踏まえた管理計画が策定・実施されることを、BF申請時に文書にて提出する必要があります。 

 

BF対象ビーチが、保護が必要な環境の影響の受けやすい地域、またはその周辺にある場合は、ビーチを利用

する人々のために建設される施設・駐車場・道等と、自然保護管理を両立させ、長期的な視点で再生不可能な

環境破壊とならぬよう協議を行ってください。BFは地域の自然環境への長期的な再生不可能な環境破壊を

防ぐ利用者やレクリエーションの使用を管理できていることを示すビーチのみに与えられます。 

 

もし、BF対象ビーチもしくはその周辺が沿岸保護区及びまたは海洋保護区の中または近くにある場合、生態

系の保全や生物多様性に配慮していることを証明するために海洋保護区の管理者との協議が必要になりま

す。 
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基準15：ビーチの清掃管理 

 

ビーチとその周辺、駐車場や歩道等は清潔に維持管理してください。これらの場所には、ごみを堆積させて汚

れたり危険な状態になったりしてはいけません。ビーチにおけるごみの管理は、廃棄物の処理に関するに法

令やガイドラインに従ってください。ビーチの規模、形状、環境影響の受けやすさ等に応じ、ごみの清掃はビー

チクリーナー及び手作業で行ってください。利用者の多い地域では、たばこの吸殻等の小さなごみも取り除

くため、時折、機械装置を使用し、念入りに掃除してください。 

 

雨が多く降る期間は、ビーチに近接する雨水の排水路やその周辺を特に清潔に保ってください。 

 

ビーチ清掃する際は、砂の中にウミガメが卵を産んでいないか等、地域の動植物への配慮も必要です。砂浜

や周辺の清掃時に、殺虫剤や化学物質は使用しないでください。当該動植物への配慮が特に必要な地域（砂

丘等）における清掃は、法令を遵守し適切に実施してください。 

 

藻類や海藻の管理については、基準16 を参照してください。 

 

ビーチの清掃について、ごみ測定システムや類似のシステムを利用し測定することが望ましいです。 

 

資料F：ごみ測定システム（Beach Litter Management System） 

 
 

基準 16：生態系保護 

 

藻類とは、一般的に海藻として認知されているものを指します。海藻その他の動植物の残渣は、淡水と海洋

両方の生態系の構成要素です。 

これらはレジャー利用の観点から除去することが望ましいと考えられがちですが、自然環境の一部であるた

め、観光客のニーズと生物多様性の両方に配慮して管理される必要があります。海岸の潮流や波による漂積

物や植物残渣は、迷惑をかけない限りその場に残すようにします。 

 

これらが堆積して、腐敗し、悪臭を発ったり、滑りやすくなったりするなど環境および人体にとって危険だと

判断される場合、また障がい者へのアクセスに支障が出る場合は放置せず、必要に応じて、藻類の植生の管

理について専門家に相談し、対応してください。 

 

地域によっては、海藻を海岸で乾燥させ、後で肥料や砂丘の安定剤として使用するところもあります。このよ

うな良い習慣は妨げられるべきではありませんが、海岸の利用者にとって迷惑にならないようにすることも

必要です。 

 

海藻や植物残渣を処分する場合は、すべてを処分するのではなく問題が発生している場所に対して行い、コ

ンポストや肥料にするなど環境に配慮した方法を採用してください。海藻などの残渣が頻繁にみられるBFビ

ーチについては、BFビーチ管理計画の中に対策を組み込んでおくことを推奨します。 

 

 

基準17：ごみ箱の設置、維持管理 
 

適切なデザイン、機能を持ったごみ箱（蓋が付いていることが望ましい。）を設置してください。ごみ箱の素材

は再利用されたプラスチックや木材等、環境にやさしい素材を使用することが望ましいです。 

 

必要な数のごみ箱を適切な間隔を空け設置し、定期的に維持管理してください。ビーチに配置するごみ箱の

数とその間隔は、設置したごみ箱の大きさ、利用者数、回収頻度等により決めてください。利用者が最も多い
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時期には、ごみ箱の数と回収頻度を増やしてください。 

 

ごみ箱を設置する際には、以下のことを考慮してください。 

 ごみ箱の大きさ 

 再利用品等の環境にやさしい材料使用の有無 

 ごみの種類と発生源 

 利用者数 

 ごみ回収の方法及びその頻度 

 風、高潮、ごみをあさるカモメやカラス等の地域環境状況 

 使いやすさや外観 

 

回収されたごみは、廃棄物処理法上の許可を有する施設で処理してください。また、そのごみが当該施設に

おいて適切に処理されたかをマニュフェスト等で確認してください。 

 

 

基準 18：ごみの分別、リサイクル 

 

地域にリサイクル施設がある場合は、地域のごみ回収ルールに従い、ガラス、缶、ペットボトル、紙等の資源ご

みの回収箱をビーチに設置してください。回収箱は、回収する資源の種類がわかるようにデザインし、利用し

やすい場所に設置して定期的に回収してください。 

 

リサイクル施設は、少なくとも3種類以上、できるだけ多くの種類の資源ごみの収集と分別に対応する必要が

あります。 

 

BF申請の際には、地元自治体やビーチの管理者・運営者は地域のごみリサイクル施設の有無を記載してくだ

さい。当該施設がない場合は、本基準の免除を申請してください。 

 

地域にリサイクル施設がない場合でも、BFビーチでは、地元自治体やビーチの管理者・管理者がリサイクルや

ビーチでのごみ分別を推進し、適切に処理するように努めてください。 

 

 

基準 19：トイレや洗面所の設置数 

 

BF ビーチのトイレや洗面所の数は、最盛期におけるビーチ利用者数、海岸線の長さ等を考慮して設置してく

ださい。またその場所は、看板や BF情報掲示板の地図上の情報に分かりやすく掲載してください。 

 

BF対象ビーチ及びその関連施設には、シャワー、更衣室、オムツ交換所を設置するよう努めてください。トイ

レは、近隣の店舗やレストラン、カフェテリアなど、一般市民が利用できる施設に設置されている場合もあり

ます。また、施設の設置については、体の不自由な利用者への配慮にも努めてください。 

 

トイレや洗面所には、洗面台、石鹸、清潔なタオル（紙もしくは布）、またはハンドドライヤーを設置してくださ

い。トイレや洗面所への通路は、バリアフリー等に配慮し、利用者が安全に使用できるようにしてください。 

 

建物の外観は、周囲の環境と調和させ、当該施設は定期的に維持管理してください。 

また、これらの施設の設計やメンテナンスについても考慮する必要があります。 

これらの施設は、建築物や自然環境とうまく調和していなければならず、また、手入れの行き届いた外観を呈

し、建物の破壊行為を防止するために、定期的にメンテナンスされなければならない。 

 

基準20：トイレや洗面所の清掃管理 
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トイレや洗面所は清潔に保ってください。トイレや洗面所の清掃は、利用者の利用頻度を考慮し、多数の利用

者が訪れるビーチでは、毎日、または１日に複数回の清掃を行ってください。 

 

トイレや洗面所では、環境にやさしい洗剤・石鹸の使用や環境に配慮されたタオルを使用するよう努めてくだ

さい。 

 

基準21：下水処理 

 

トイレや洗面所からの排水は、処理せずに土壌や水中に流してはいけません。下水処理施設のある地域では、

トイレ等の排水は公共下水道により処理してください。 

 

自治体の下水システムのエリア外にある施設や遠隔地にあるビーチでは、排水を処理せずに土壌や水中に流

すことを防止するため、浄化槽による処理やその定期的な回収も、環境に悪影響を与えないことを条件に認

められます。 

 

 

基準22：無許可でのキャンプや車両の進入、不法投棄 

 
ビーチにおける無許可でのキャンプや、車両の進入、不法投棄は禁止されます。BF情報掲示版には、当該規

制の情報を掲載してください（基準6 における行動規範参照）。 

 

BFビーチでは、緊急車両の通行、清掃や安全管理を目的とした利用を除き、車両の進入は認められません。

車両の進入を禁止できない場合は、その理由を文書で提出し、動植物等への影響も考慮したビーチ管理を行

ってください。道路や駐車場、車両進入できないエリアをあらかじめ指定し、必要な場合には、監視員等が車

両の進入を監視してください。車両進入を許可する場合でも、満潮水位域への侵入は禁止します。ビーチの

大部分は完全に車両進入できないエリアとして指定してください。もしこれらの区域への車両の進入を認め

る場合には、この項目の特別免除申請を行ってください。 

 

車両による海岸へのアクセスを妨げる物理的な障壁がなく、無許可の車両、キャンプ、投棄などの問題がある

場合、これらの行為を禁止する条例を制定する必要があります。また、これらの条例に関する情報を表示して

ください。海岸やその周辺をゴミ捨て場として使用すること 海岸やその周辺をゴミ捨て場として使用するこ

とは認められません。 

 

ビーチで計画された特別なイベントを行う際に車両を使用しなければならない場合、管理計画を策定し、生態

系への影響や利用者の安全に配慮してください。 

ビーチ周辺には、緊急車両用の駐車スペースを設置してください。 

 
資料H：ビーチでのイベント開催についてのガイドライン 

 

 

基準23：ペット管理 

 
BFビーチもしくはブルーフラッグのエリアでは、介助犬以外の犬やペットの持ち込みは認められていません。

もし法律や条例でペットの持ち込みが認められている場合、駐車場、歩道、内陸側のビーチエリアにおいて管

理された状態においてのみ許されます。 

 

ビーチが騎馬警察によってパトロールされている場合、糞便がビーチを汚染しないように対策が必要です。 
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野良犬や野良猫等の動物も可能な限り管理し、ビーチへの侵入を防いでください。これらの動物が、ビーチに

入ることを防止できない場合は、ビーチの管理・運営者や地元自治体は対策を講じ、また当該事項を注意喚

起する内容をBF情報掲示板に掲示してください。BF情報掲示板には、BF対象ビーチでビーチ利用者がこれ

らの動物を発見した場合の対処方法も掲示することが望ましいです。 

 

 

基準24：建物とビーチ設備の維持管理 

 
BFビーチにある建物や建造物の外観は、周囲の景観に配慮してください。建築基準を遵守し、周辺環境と美

観に配慮したものでなければなりません。 

 

上記建造物には、遊び場や桟橋等他の基準で扱われていない施設やサービスも含みます。これらの設備は、

安全に使用されるよう定期的に保守点検してください。点検時には、設備の清潔性、設備の劣化状況、設備や

建物における塗料等の材料による環境影響、設備の故障のリスク等についても考慮してください。修理する

場合は可能な限り環境に優しい製品を使用してください。 

 

建設作業等を行う際には、ビーチ利用者が建設現場に入れないようフェンスで囲ってください。BFシーズン

中に建設作業を行う場合でも、工事期間中を通じてBF基準が満たされなくてはなりません。また、当該建設

作業がビーチの利用者に影響を与えないよう協議し実施してください。 

 

 

基準25：ビーチの近隣にあるサンゴ礁や海草藻場の保護 

 
BFビーチから500m以内に周辺環境の影響を受けやすい植物の生息地（サンゴ礁や海草藻場等）がある場

合、水浴場開設期間中に1 回以上、当該生息地の状況をモニターする監視・管理プログラムを設けてくださ

い。 

監視・管理プログラムの立案の際には、専門家や地元自治体と協議してください。 

 

サンゴ礁の監視プログラムである「リーフ･チェック」を活用することも可能です。 

資料G：リーフ・チェックシステム 
 
 

基準26：交通手段の整備（努力基準） 

 
本項目は以下の活動を推奨します： 

 公共交通機関の利用や乗り合いの移動手段の推進 

 自転車、レンタサイクルの利用と駐輪場等の設置推進 

 交通状況を把握し、交通量を減らす計画の立案 

 歩行によるアクセスの整備 

 

BFでは、ビーチへのシャトルバスやレンタサイクル、または自転車の無料貸出等による、マイカー等の交通代

替手段の利用を促進しています。特に、ビーチエリアの交通渋滞がひどい地域や環境に配慮が必要な地域で

は、これらの手段の導入を検討してください。 

 

BF対象ビーチにおいては、その周辺地域における交通量、土地利用の交通の影響、大気汚染を減少させるた

めの管理計画を、地元自治体やビーチの管理者・設置者が参画して策定し、実施していることが望まれます。 

 

BF情報掲示板にはビーチ周辺のより持続可能な交通手段等についての情報を掲示するよう努めてください。 
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【安全とサービス】 

基準27：公共安全管理対策の実施 

 
地元自治体やビーチ、マリーナの管理・運営者等は、ビーチの安全に関する国内法令を遵守し安全対策を講じ

てください。 

 

ビーチ、マリーナの管理・運営者等は、ビーチに指定箇所を設置し、安全性に関するリスク評価を実施すること

を強く奨励します。安全性リスク評価は、適切な国家機関、または可能な場合は国際ライフセービング連盟

（International Life Saving Federation, 以下「ILS」とする）の正会員団体（付録 I を参照）によって

実施してください。安全性リスク評価により推奨される公共安全管理対策は、優先的に実施されるべきです。 

 

安全性リスク評価の実施の有無に関わらず、利用者の多い BFビーチでは、十分な数のライフセーバーをビ

ーチの特長に合わせ、適切な間隔で配置し、監視や巡回を実施してください。ライフセーバーの人数は、利用

者の数に合わせて調整してください。また、安全性リスク評価を実施できていないビーチでは、ライフセーバ

ーを200mごとに最低2人以上配置することが望ましいです。 

ライフセーバーは、国内または国際資格を保持していなくてはなりません。地元自治体やビーチ、マリーナの

管理・運営者等は、雇用前に証明書を確認し、また FEE の求めに応じて提示しなくてはなりません。ライフセ

ーバーは、救助要員としてのみ雇用され、マリンスポーツ、レンタル等の商業サービス、清掃やその他の活動

を職務として並行して行うことのないことが望ましい。ライフセーバーには、識別のため、国際的に認識され

ている赤と黄色のユニフォームを着用させることを推奨します。ライフセーバーには適切なライフセービング

装備を支給してください。 

 

ライフセーバーが、巡回しているビーチはその場所を明示してください。 

ビーチの境界はBF情報掲示板の地図上、または目印や旗で明示されることが推奨されます。旗と標識は、

ISO20712に準じたものを使用することが推奨されます。また、FEE で定めたピクトグラムを使用してくだ

さい。 

 

危険性が低く、利用者が少ない1ビーチでは、国内法令や安全性リスク評価に規定がない限り、救助用用具を

備えることがライフガードの代わりになります。救助用具とは、救命ブイ、フック、救命胴衣、救命ゴムボート等

を指します。設備は定期的に点検し、国内外の基準を満たすものでなければなりません。 

 

BF ビーチにおいてライフセーバーの替わりに救護用具を配備する場合、視認性が高く、ビーチのどの場所か

らでもアクセスしやすいように、一定の間隔を空けて配備しなければなりません。安全性リスクを実施してお

らず、ライフセーバーも配置していないビーチでは、救助用具の配備間隔を 100m 以内とするよう努めてく

ださい。救助用具には、使用方法と、救助活動の際に取るべき行動を記した説明書を添付してください。 

救助用具やその配備場所は BF情報掲示板の地図上に明記してください。BF情報掲示板やライフセーバー

の待機所には、救助用具及びその配備場所、ライフセーバー、が配備される期間を明記してください。緊急時

の国際信号旗の使用についての説明も BF情報掲示板に明示してください。 

 

安全性リスク評価で特段記載がない限り、救助用具には緊急用電話を含めてください。また、当該救助用具

は定期的に検査し、関連する国内・国際基準等を完全に満たすものを使用してください。 

 

ビーチの管理・運営者はビーチ利用者向けの災害時対応マニュアルを作成し、BF 情報掲示板やビーチの適切

な場所に掲示してください。 

 

                                                   
1 少なく=ハイシーン中の4週間以上にわたり、ビーチ利用客が一日平均50人を下回るとき 
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基準28：救急設備の設置 

 

救急設備はBFビーチにて利用可能な状態にしてください。 

BF ビーチにおける救急設備は以下の施設等に設置することができます。 

a) ライフセーバーが待機する場所 

b) 訓練された職員のいる救護室 

c) 店舗等の施設やビーチにある設備 

d) ビーチにいる利用者が必要時にすぐに使える場所 

 

利用者の多いビーチや家族向けのビーチでは、適切な資格を有する救護職員が常駐している救護室を設置

することが望ましいです。 

 

救護室には以下の備品を設置することが望ましい。 

a) 応急処置道具の十分な在庫（包帯、手袋、消毒剤、絆創膏等の基本的な応急処置必需品） 

b) 冷水（できればお湯も設置してください。） 

c) 応急処置用ベッド 

d) 酸素ボンベと酸素マスク 

e) 外傷処置用の固定板（固定用のブロックやスパイダーハーネス等） 

f) その他の関連備品（サメに襲われた場合の応急処置セット“シャークアタックパック”等） 

救護室や救急設備の場所は、利用者が識別しやすいように（BF 情報掲示板の地図を含め）はっきりと看板等

を立ててください（基準 5 参照）。さらに、救急設備が利用可能な時間帯も明記してください。 

 

 

基準29：汚染リスクに対する緊急対応策 

 

環境汚染リスクに対する緊急対応策を提供してください。これには、緊急時における対処方法及び効率的な

避難経路について明記する必要があります。緊急事態とは、地震、津波、台風、高潮、石油や有害・有毒廃棄物

の流出によるビーチの汚染、雨水の大量流入、危険性のあるアオコの発生等をいい、BF 対象ビーチに大規模

な影響をもたらす事象のことを指します。 

 

地域が自治体と連携して汚染等に素早く対処するために、緊急対策には以下の項目を組み込んでください。 

 汚染発生時の緊急連絡先とその担当者 

 発生しうる問題に関係するすべての行政関係者等の関与及び役割 

 地域住民、利用者の保護や避難の手順 

 市民への避難勧告発令や情報提供の手順 

 BF旗の取り下げ 

 

緊急対策では、汚染事故が起こったときに、誰に連絡をすべきかを明確にし、責任者を一人指名してくださ

い。緊急対策では、汚染事故を含む緊急時に誰が何をするかを明確にしてください。 

 

緊急対策は、国内の法律（国内の石油流出時の危機管理計画等）に基づき策定してください。 

 

災害が継続している間は、BF ビーチにおける情報掲示板、ビーチに関わるすべての連絡網、メディアや観光

案内所、その他の手段を使って、地域住民等に対して汚染や可能性のある危険についての情報を提供するこ

とが望ましいです。たとえば、大規模な水質汚染事故が発生した場合、安全な遊泳ができないため、利用者等

に対して遊泳禁止である旨を伝えてください。BF基準の抵触があった場合は、BF の環境認証としての信頼

性を保つために、BF 旗は一時的に降ろし、BF情報掲示板やビーチにその旨を掲示してください。 

（３．BF 旗の掲揚と BF取得基準への不遵守が起きた場合の対応参照） 
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警察、救急やその他の緊急通報用の電話番号と、石油や有害化学物資の流出時の緊急連絡先一覧をビーチ、

BF情報掲示板に掲示してください。 

 

 

基準30：トラブルや事故の防止 

 

ビーチで様々な活動が行われることを想定し、それらの活動に伴うトラブルや事故や衝突を防ぐための管理

計画を策定してください。これには遊泳者、サーファー、ウインドサーファー、水上バイク等の利用者との区域

分けが含まれていなければなりません。また同時に、ビーチの自然環境や生物多様性への影響、また景観に

も配慮した管理が必要となります。 

 

遊泳者はモーターボート、ヨット等の水上の乗り物（サーフィンを含む。）から保護される必要があり、必要に

応じて、ブイ、水路標識、看板を使用し、各区域の表示を行ってください。サーフィンエリアも同様に区分けし

てください。モーター、パドル、セイルの区別をする必要があります。これらの様々なアクティビティーの使用

は明確に区分けしてください。 

 

水上バイク等動力付き乗り物の利用は、遊泳エリアから少なくとも 100～200m離してください。動力付き

の乗り物の利用者には、利用ガイドラインと利用エリアに関する情報を提供してください。 

 

ライフセーバー等による監視は、ビーチでの様々な活動に応じて行ってください。ビーチでの様々な活動はそ

の内容によって区別し、場合に応じて区域分けも行うことも必要です。 

 

動力付き乗物や、ステレオ、凧など音を発生するアクティビティについては、騒音についても配慮してくださ

い。 

 

ビーチで一時的な特別なイベントが開催される場合には、主要なビーチの外で行うことが望ましいです。もし

BFビーチ内で特別なイベントが開催され、それによって BF基準が一つでも満たされなくなる場合は、開催

期間中はBF旗を降ろしてください。このようなイベントを開催するときは、事前にビーチ利用者向けたお知

らせやメディアを通して情報を提供してください。（資料H参照） 

 

ビーチ周囲の、環境の影響を受けやすい生物種や生息環境を守るため、利用区域を分ける等の環境管理計画

を策定し、それに従い管理してください。環境の影響を受けやすい砂丘に動植物が生息しているビーチでは、

保護フェンスを張る等の方法で当該動植物を保護してください。また各種レクリエーション活動が、沿岸の浸

食や植生への被害を引き起こしたり、鳥やカメなど繁殖地への影響を及ぼしたりすることなども考慮し、管理

してください。 

 

特に周囲の環境の影響を受けやすい地域では、特別な環境管理計画を策定し、同計画を実施してください。

また、計画の策定に当たっては、地元の環境団体と協議を行ってください。 

 

様々な利用者を物理的に分離するだけでなく、BF情報掲示板上の地図に利用区域を明記する等ビーチへの

進入路や入り口等でも利用者に情報提供を行ってください。（基準 5 でも詳しく述べています。） 

 

資料 H： BF ビーチでのイベント開催についてのガイドライン 

 

 

基準31：ビーチ利用者への安全対策 

 

BF ビーチは特定のホテルやビーチクラブの顧客でなくても、利用したいと思う誰でもがアクセスできなけれ
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ばなりません。私有地にあり、一般の利用客から少額の利用料（３０米ドル以下）を徴収することもできます

が、可能なかぎり誰でも無料でビーチにアクセスできるよう努めてください。 

 

ビーチへの遊歩道の安全を確保してください。遊歩道に物理的な障害がある場所では、階段に手すりを付け

る等安全な設備を設置してください。ビーチ周辺道路の交通量が多い場合、歩行者用横断歩道を設置するよ

う努めてください。 

ビーチの遊歩道や階段、駐車場は適切に整備してください。また身体障がい者専用の駐車場を確保し、わか

りやすく表示してください（ビーチの駐車場については基準 22 を参照）。乗用車や自転車の利用についても

規制を設けてください。なるべく自転車用専用通路を確保するよう努めてください。 

 

ビーチ遊歩道の端が、ビーチから 2m 以上の高い場所にある場合は、事故を防ぐために警告標識やフェンス

を立ててください（身体障がい者のアクセスについては基準33 を参照）。 

 

ビーチでは、常に利用者の安全を確保し、安全に関する情報をすぐに入手できるようにしてください。ライフ

セーバーや救急施設利用可能な時間帯をBF情報掲示板やライフセーバーの詰め所に明記するとともに、緊

急旗のシステムを使用している場合には、これに関する情報もわかりやすく掲示します。 

 

必要に応じて、訓練を受け、資格を保有している監視員が監視の責任を負うという形でビーチでの十分な治

安体制を整えるようにしてください。監視員は識別しやすい制服を着用し、求めに応じて警備担当者である

ことを示す証明書を提示できるようにすることが望ましい。 

 

 

基準32：ビーチでの飲料水の供給（努力基準） 

 

ビーチには水飲み場を設置する等、飲料水の供給がされるよう努めてください。供給場所は、洗面所やトイレ

の付近、または浜辺でもかまいませんが、動物等による汚染防止対策を行ってください。 

 

 

基準33：身体障がい者向けのアクセスと設備 

 

すべてのBFビーチにおいて、身体障がい者も、ビーチ、周辺施設、トイレ等を利用することができるように設

備を整えることが強く奨励されています。BF に認証されるためには、各自治体において少なくとも 1つの

BFビーチでそれらの設備が整備されていることが求められます。また、可能であれば身体障がい者の水辺

までのアクセスがあることが推奨されます。 

 

ビーチへの通路に傾斜がある場合は、障がいのある利用者でも問題なく使えなければなりません。通路のデ

ザインや素材は自然環境と調和し、可能であれば再生利用したプラスチック等環境に配慮した素材を使用す

るよう努めてください。 

 

設備は車椅子やその他の障がいを持った利用者に合わせて設計しなければならず、ISO の通行基準を満た

すよう努めてください。ビーチは障がい者向けの通路と設備に関連する国内の法令に従ってください。さら

に、障がい者専用の駐車スペースを用意してください。 

崖があるなど地形的な理由からどうしても傾斜通路を作ることができない場合は、BF申請者はこの基準の

特別免除を申請してください。 

 

なんらかの理由で身体障がい者向けのアクセスや設備を提供できない場合、特別免除の要求書類を申請の

際に添付する必要があります。 


